
別添３

年度

30 4 千円 千円）

単位

自然環境整備計画の目標の達成状況等の評価

　都道府県名 広島県 　個別地域名 西中国山地国定公園 　評価年度 令和6

　事業実施期間 平成 年度～令和 年度 　事業費 347,702 （うち国費 154,574

　事業の実施内容

【三段峡線道路（歩道）事業】
　平成30年度　浄化槽・土壌処理施設設置工、
　　　　　　　擁壁工、岩接着工、石積工、橋梁改築工
　令和２年度　斜面整理工、岩接着工
　令和３年度　斜面整理工、岩接着工
　令和４年度　斜面整理工、岩接着工、植生工、歩道復旧工

【中国自然歩道線道路（帝釈峡歩道）事業】
　令和元年度　落石防止工、路面工、橋梁工、照明設備、
　　　　　　　路肩復旧工

【牛小屋高原集団施設地区野営場事業】
　令和元年度　テントデッキ撤去・新設、
　　　　　　　ケビン入口デッキ改修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　                               　　 施工前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工後
【中国自然歩道線道路（龍頭峡歩道）事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度　三段峡線道路（歩道）事業
　平成30年度　落石防護柵、ロープ掛工、石積工

　目標の
　達成
  状況

整備計画策定時に
設定した目標に対
する事業の効果の
発現状況

　事業実施により、利用者の安全性の確保や施設の利便性の向上を図ることができた。また、平成30年７月豪雨災害で被災を受けた施設の再整備を図ることができた。

目標を定
量化する
指標の達
成状況

定　　義
従前値

151,000 158,550

目標値 達成値
達成値の評価

基準年度 目標年度 達成年度

96,000
事業実施により、利用者の安全性確保を促進したが、毎年の大雨が原因の斜
面崩壊等による通行止めにより、利用者数が減少し、目標値の達成に至って
いない。R5

帝釈峡利用者数

人/年

帝釈峡の利用者数（上帝
釈、下帝釈両地区）

256,400 269,220 事業実施により、利用者の安全性確保を促進したが、新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、利用者数が減少し、目標値の達成に至っていない。

H28 R4 R5

牛小屋高原集団施設地区
利用者数 人/年

牛小屋高原集団施設地区
の利用者数

57,000 62,700 82,700

155,800当初
の
指標

利用者数

人/年

三段峡の利用者数

H28 R4

目標値を達成しており、テントデッキの新設やケビンの入口デッキの改修に
より、利用者の安全性の確保や利便性の向上に繋がった。

H28 R4 R5

　三段峡及び帝釈峡、龍頭峡の歩道では近年落石や土砂の流出が頻発しており、計画的な整備が求められている。そのため、定期的な状況把握や計画的な整備により利用者
の安全性の確保や利便性の向上に繋げていく。
　また、老朽化して安全性に問題のある施設があり、今後計画的な整備が求められている。そのため、施設のあり方や長期的な維持管理方針を整理し、計画的な施設整備に
向けて取り組んでいる。

　今後の取り組み

・毎年頻発する豪雨災害により施設が被災し、安全な利用に支障が出ているため、早期復旧を図る。
・施設の再整備と並行して、使用頻度の低い施設の撤去を行うことで、維持管理コストの縮減を行う。また、使用頻度の高い施設についても、統廃合や規模の縮小、維持管
理しやすい構造・材質にすることで、長期的な維持管理コストの縮減を図る。

その他
の指標

整備に伴う取り組
みの実施状況


